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論 文 内 容 の 要 旨
この論文はイネおよびムギの重要害虫とその近縁種を含めた 9 種の鱗麹目昆虫について, 幼虫期の生息
密度の高低が幼虫 ･嫡 ･成虫の諸形質にどのように影響するかを実験的に分析 したものである｡ その結果,
バッタ類において相変異と呼ばれている現象によく似た密度依存的変異を生ずることを明らかにするとと
もに, 従来ほとんど注目されていなかった密度依存的な休眠誘起を示す種のあることも証明した｡
まず,はじめにとりあげたアワヨトウ L eucania seParaia は時々突発的に大発生を起こしてイネ,ムギ,
トウモロコシなどに惨害を与える大害虫である｡ この幼虫の体色には黄緑色 ･赤褐色 ･黒色などの変異が
みられるが, 低密度で育った幼虫は淡色 (黄緑- 赤褐) であり, 密度が高くなるにつれ次第に体色が黒化
し, 集合飼育すると全 く黒色となることを明らかにしたO この黒化は外皮に蓄積するメラニンによるもの
で, 黄緑一赤禍の色素は頁皮内に存在 し, これは密度によっては影響されず, 飼育温度や親世代の体色に
関連して変化する｡
高密度飼育によって生ずる黒い幼虫は, 低密度で現われる淡色の幼虫に比べ, 発育がほやく, 摂食量が
多く, 飢餓あるいは不適当な食草に対する耐性がつよく, また非常に活動的である｡ 黒い幼虫から羽化し





クサシロヨトウ L,eucania loreyiはアワヨトウに近縁で食性その他の習性もよく類似 しているが, アワ
ヨトウのような突発的大発生を起こすことが少ない｡この種の密度依存的変異の現われ方は,アワヨトウの
場合と大変ちがっていて, 密度が高くなるにつれ幼虫期問は延長し, 摂食壷や飢餓に対する抵抗性も増加
しない｡ 幼虫体色は高密度においてやや黒化する傾向があるが, アワヨトウのように著 しい変異は示さな
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フタオピコヤガ N aranga aenescens は上の 2 種とは非常にちがった密度反応を示す｡ すなわちこの種
は1年に数世代を経過 し, 秋世代の蛸は休眠に入って越冬するが, 日長 ･温度 ･食草が休眠を生 じさせな
い条件であっても, 2頭以上を集合飼育すると休眠蛸が現われることがわかった｡ この密度に依存した休
眠誘起は, 個体問の相互刺激によって生ずるもののようで, 主に幼虫期前半の高密度によって休眠が誘起
される｡ 休眠蛸は不休眠蛸と体色が全 く異なり, 幼虫期間が長く, 桶の大きさは小さい｡ 高密度において
休眠に入る現象は従来ほとんど注目されていなかったが, 害虫個体群の変動に大きい意義をもっているも
のと思われ, 相変異とは全 くちがった一つの密度反応の形式として重要性を強調した｡
つぎに, これら以外の数柾の鱗超目害虫の密度反応を分析している. このうち畑作の害虫である- スモ
ンヨトウ P rodenia litura やシロスジアオヨトウ T rachea atriPlicis はアワヨトウに似た変異を示すこと
が確かめられた｡ シロマダラコヤガ Lithacodia stygia もこれらに近い密度反応を示すが, 体色は密皮増
加につれ黄緑色から赤褐色に変化する点が特徴的である｡ これらの柾はいずれも高密度で幼虫期問が短か
くなるが, イチモンジセセリP arnara guttata,クロシタキヨトウ L eucania♪lacida およびヒメネジロコ




プでは密度に依存 した休眠誘起のように, 前者とはちがった密度反応の形式が発達 するものと考えられ
た｡ このうちアワヨトウなどにみられる変異は移動性バッタの相変異と多くの点でよく似ているが, 生活
株式のちがいに基づく二､ 三の差も認められる｡ さらに同じく移動 ･分散に結びついた多型がウンカ･ ア
ブラムシなどにもみられるが, これらの変異の性質を比較 した結果, バッターヨトウ型の変異とウンカー
アブラムシ型の変異に大別できることが結論された｡ 一方密度に依存 した休眠誘起は上記の変異とはかな
りちがうが, 高密度における個体の生存に対 しては共通の意義をもっており, ともに害虫個体群の動態を
考える上に重要な現象であるとしている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
平年発生のときと大発生のときとで, 害虫の形態, 生理, 行動などが非常に異なって著 しい二型を生ず
ることがある｡ この現象は相変異とよばれ, これまで主として移動性バッタなど特殊の昆虫群について注
目されてきたにすぎないが, 本論文は数種の作物害虫である蛾類についてもこの相変異が見 られ, これが
生息密度の高低によって生ずる機構を明らかにした｡ このように相変異が特殊な昆虫群にかぎられたもの
でないことを示 した点に本研究の大きい価値がある｡ また, 従来行なわれた鱗趨目昆虫についての同様な
研究とは異なって, 分類学的近縁種との比較を行なうことにより, 相の出現は系統上の位置とは関係がな
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が, これについて詳純な分析的研究をはじめて行ない, 相変異との関連において論じているが, これは昆
虫の休眠現象の生理, 生態学的研究に- つの新しい方向を与えたものと思われる｡
以上のように, この研究は蛾類の幼虫に見られる相変異とこれに関連した休眠などの現象を広く昆虫類
.に見られる一般的現象としてとらえ, 昆虫生態学上に重要な知見を加えたのみでなく, 害虫の発生予察法
の上に新しい方向を指示しており, 害虫学上において応用的にも貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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